
WATCHMAN 外来

 WATCHMAN とは

◇ 経皮的に左心耳を閉鎖するデバイスです。

◇ 心房細動患者さんの塞栓症を予防する低侵襲な手術が可能になりました。

◇ 手術時間は 1 時間程度、3 ～４日の入院期間です。

心房細動の脳梗塞予防で抗凝固療法で、出血リスクが高い患者様が対象です

出血リスクの高い患者様

 適応について

 経皮的左心耳閉鎖術のメリット

① 脳梗塞予防

　重症脳卒中を 55% 低減させることができます。

② 抗凝固薬の中止

　96.2% の抗凝固薬中止

③ 死亡イベントの低減

　27% の死亡リスク低減

○ 術後薬物療法（推奨）

抗凝固薬＋アスピリン アスピリン＋クロピドグレル アスピリン

術後 45 日 6 ヶ月

危険因子 スコア チェック

H 高血圧
（収縮期血圧＞ 160mmhg） 1

A  腎機能障害・肝機能障害
（各 1 点）  1or2

S  脳卒中 1
B 出血歴、出血傾向 1
L  不安定な INR 1
E  高齢者（＞ 65 歳） 1
D  薬剤、アルコール（各 1 点） 1or2

合　計 0~9

危険因子 スコア チェック
C 心不全 / 左室機能不全 1
H 高血圧 1
A 75 歳以上 1
D  糖尿病 1
S2 脳梗塞、TIA の既往 2

合　計 0~6

左心耳閉鎖デバイス
WATCHMAN FLX™ Pro

HAS-BLED スコア 3 点以上で出血ハイリスクです

CHADS2 スコアが 1 点以上であれば、抗凝固療法が
推奨されています

CHADS2 スコアチェックリストHAS-BLED スコアチェックリスト

WATCHMAN 治療適応患者さんのスクリーニング

□ WATCHMAN 外来

　・毎週火曜日午後　 ・担当医師　中村 茂

連携室経由での予約が可能

□ 京都桂病院連携室

　TEL：075-392-9915 　FAX：075-393-8101

手術イメージビデオ

◇ 大出血（脳出血、輸血等）の既往がある方

◇ HAS-BLED スコア（裏面にチェックリスト有）3 点以上

◇ よく転倒される方

◇ 腎機能・肝機能が悪い方
WATCHMAN の

詳細についてこちら


